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「消費生活に関するパネル調査」について 

（第 19 回調査結果） 

公益財団法人 家計経済研究所 
2012 年 10 月 10 日 

・パネル調査とは 

＜調査結果＞ 

 

I. リーマン・ショックがその後の家計に与えている影響 （p.4） 

（１）収入が減少した世帯は、今なお当初の収入を回復できていない 

（２）収入が減少した世帯は、支出の回復もわずか 

（３）収入が減少しても、「子どものための支出」は捻出している 

 

II. 祖父母から孫への経済的支援 （p.7） 

（１）祖父母から孫への経済的支援があった世帯は約１割 

（２）孫への経済的支援は妻方の祖父母からが多い 

（３）孫への経済的支援を受けている世帯の、教育費負担の責任についての意識 

 

III．夫のイメージと夫婦関係満足度の変化 （p.10） 

（１）意外に変わらない、妻にとっての「夫のイメージ」 

（２）「空気のような存在」の夫に、妻は不満？ 

 

・公益財団法人 家計経済研究所の概要と研究活動 

 

【お問い合わせ】 

公益財団法人 家計経済研究所 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 2-3-7 前川九段ビル 3 階 

電話 ０３（３２２１）７２９１ FAX ０３（３２２１）７２５５ 

E-mail  info@kakeiken.or.jp    URL http://www.kakeiken.or.jp/  

担当：次席研究員 久木元真吾（kukimoto@kakeiken.or.jp） 

研究員 水谷 徳子（mizutani@kakeiken.or.jp）




